
「
青
年
部
活
動
に

　
　
　

積
極
的
な
参
加
を
」

団結

本
部
主
婦
会
総
会

　

七
月
五
日
㈫
午
後
二
時
か

ら
、
本
部
主
婦
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
組
織
部
の
運
動
の
一
環

で
、
組
合
員
で
あ
る
ご
主
人
と

共
に
、
主
婦
の
立
場
で
組
合
運

動
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
組

織
拡
大
や
平
和
活
動
を
始
め
と

し
た
各
種
運
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
影
響
を
受
け
、

組
合
自
体
の
活
動
が
縮
小
し
て

い
る
中
で
、
主
婦
会
活
動
の
幅

も
狭
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

主
婦
会
へ
の
新
し
い
参
加
者
も

見
い
だ
せ
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。

　
「
前
向
き
に
前
進
し
で
き
る

事
か
ら
始
め
よ
う
」
を
共
通
の

認
識
と
し
、
理
事
会
な
ど
は
、

ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト

で
会
議
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

～
前
向
き
に

　
で
き
る
事
か
ら
始
め
よ
う
～

し
た
。
本
総
会
も
、
本
部
と

十
五
支
部
の
事
務
所
を
結
ん
で

リ
モ
ー
ト
形
式
で
初
め
て
の
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
形
副
会
長
の
開
催
あ
い
さ

つ
の
後
、大
会
議
長
を
選
出
し
、

馬
場
主
婦
会
長
、
田
上
執
行
委

員
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
議
事
と
し
て
、
令
和
三
年
度

の
活
動
の
報
告
、
令
和
四
年
度

の
活
動
方
針
（
案
）
の
提
案
、

最
後
に
令
和
四
年
度
の
新
役
員

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
支

部
の
代
表
と
し
て
本
部
役
員
を

務
め
て
い
た
だ
い
た
方
を
感
謝

の
拍
手
で
労
い
、
新
役
員
を
代

表
し
て
馬
場
主
婦
会
長
の
挨
拶

と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
行
い
、

最
後
に
久
保
田
副
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
お
互
い
直
接
会
え
な
い
の

が
寂
し
く
も
あ
り
、
一
日
も
早

い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い
、
決

定
事
項
に
前
向
き
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
合
い
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

▲主婦会総会初のリモートで開催（組合本部会館）

～
書
面
会
議
で
承
認
～

　
本
部
青
年
部
で
は
、
本
部
青

年
部
大
会
を
一
昨
年
、
昨
年
同

様
「
書
面
表
決
形
式
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
本
来
、
県
下
各
支

部
か
ら
青
年
部
員
が
集
い
、
こ

の
一
年
間
の
青
年
部
活
動
の
総

括
と
新
た
な
一
年
の
活
動
方
針

を
決
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
防
止
の
為
、
書
面

会
議
と
い
う
形
式
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
、【
第
一
号
議

案
】
令
和
四
年
度
青
年
部
活
動

方
針
（
案
）
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
応
じ
な
が
ら
、
対
面
や
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
等
を
用
い
有
意
義
な
幹

事
会
の
開
催
と
、
各
支
部
青
年

部
の
確
立
と
拡
大
に
つ
い
て
。

【
第
二
号
議
案
】
令
和
四
年
度

青
年
部
役
員
（
案
）
で
は
、
本

部
青
年
部
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

部
長
に
方
山
さ
ん
、
副
部
長
に

副
島
さ
ん
、
事
務
局
長
に
瀬
尾

さ
ん
を
選
出
。
ま
た
幹
事
に
は

各
支
部
か
ら
二
名
が
選
出
さ
れ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
決
議
に
つ
い
て
は
、
本
部
青

年
部
役
員
と
各
支
部
事
務
所
に

総
会
資
料
を
配
布
し
、
七
月
六

日
㈬
を
締
切
と
し
て
書
面
表
決

書
二
十
枚
を
回
収
。
表
決
の
結

果
、
令
和
四
年
度
活
動
方
針
、

並
び
に
令
和
四
年
度
役
員
、
全

て
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
県
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
減
少

し
き
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
浸
透
や
各
種
制
限

等
が
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の

日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
部
青
年
部
、
各
支
部
青
年
部

と
も
に
活
発
な
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
、
本

本
部
青
年
部
大
会

部
青
年
部
・
支
部
青

年
部
の
活
性
化
に
向

け
活
動
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
度　
（
敬
称
略
）

《
本
部
青
年
部
役
員
》

部　
　
　

長�

方　

山　

栄　

治
（
大
浦
支
部
）

副　

部　

長�

副　

島　

具　

巳
（
大
村
支
部
）

事
務
局
長�

瀬　

尾　

友　

謙
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

事
務
局
次
長�

松　

浦　

優　

紀
（
専　
　

従
）

令
和
四
年
度　
（
敬
称
略
）

《
本
部
主
婦
会
役
員
》

会　
　
　
長�

馬　
場　
ヒ
ロ
子

�

（
中
央
支
部
）

副　
会　
長�

山　
形　
マ
ス
子

�

（
浦
上
西
支
部
）

副　
会　
長�

金　
子　
嘉　
子

�

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

副　
会　
長�

久
保
田　
由
美
子

�

（
島
原
支
部
）

事
務
局
長�
井　
関　
一　
幸

�

（
専
従
）

事
務
局
次
長�

馬　
場　
久　
恵

�
（
専
従
）

　
組
合
員
皆
様
方
に
は
ご
周
知

の
と
お
り
、
昨
年
三
月
の
被
保

険
者
証
更
新
よ
り
、
長
建
国
保

発
行
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
七
月
三
十
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
有
効
期
限
が

変
更
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の

更
新
と
な
り
ま
す
。
毎
年
必
要

な
手
続
き
の
時
期
変
更
に
よ
り

戸
惑
う
部
分
も
あ
る
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
再
度
ご
確
認
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。【

郵
送
更
新
】

自
宅
の
ポ
ス
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
新
し
い
有
効
期
限
（
令
和
五

年
七
月
三
十
一
日
迄
）
の
保
険

証
は
七
月
四
日
㈪
よ
り
随
時
発

送
し
て
お
り
、
も
う
既
に
皆
様

の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
予
定

で
す
。
ま
だ
ご
確
認
で
き
て
い

な
い
方
は
ご
自
宅
の
ポ
ス
ト
を

再
度
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
特
定
記

録
に
て
記
録
を
残
し
郵
送
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
の
ポ

ス
ト
に
見
当
た
ら
な
い
方
は
所

属
支
部
、
も
し
く
は
長
建
国
保

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

常
備
薬
を
各
支
部
に
て

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
！

　
今
年
度
も
組
合
員
の
皆
様
に

常
備
薬
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
家
族
の
異
動
や
変
更
手
続

き
等
で
支
部
事
務
所
へ
お
立
ち

寄
り
の
際
は
忘
れ
ず
お
受
け
取

り
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

長
建
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ（
重
要
）エメラルドグリーン色

の封筒（ ）

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
様

健
康
保
険
証
の
更
新

　新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
！

　長
建
国
保
か
ら
の
封
筒
を
必
ず
ご
確
認
下
さ
い
！

₉月の
再振替日変更のお知らせ
　毎月27日に各口座より組合費・共済費の再
振替を行っておりますが、₉月については再
振替日が下記に変更となります。

○
対
象
銀
行

●
十
八
親
和
銀
行　

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
農
林
中
央
金
庫　

●
長
崎
銀
行

●
九
州
労
働
金
庫　

●
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

●
た
ち
ば
な
信
用
金
庫

○
再
振
替
日

₉
月
27
日⇒

₉
月
28
日

熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

July
No.685
２０２２年₇月１５日
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標準見積書
の作成で　 適正な賃金と法定福利費・工期を確保しよう

「建設業者は、建設工事の請負契約を締結するに際して、工事内容に応じ、工事
の種別ごとの材料費、労務費その他の経費の内訳並びに工事の工程ごとの作業及
びその準備に必要な日数を明らかにして、建設工事の見積りを行うよう努めなけ
ればならない」と定めています。さらに、「建設業者は、建設工事の注文者から
請求があったときは、請負契約が成立するまでの間に、建設工事の見積書を交付
しなければならない」としています。

「建設工事の請負契約の当事者は、各々の対等な立場における合意にもとづいて
公正な契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行しなければならない」と定
め、建設工事の請負契約の原則を示しています。

「契約の締結に際して金額・内容・工期等を書面に記載し、署名または記名押印
して相互に交付しなければならない」としています。また、請負契約の内容を変
更する時（追加・変更工事）は、変更内容を書面に記載し、追加・変更工事の着
工前に、署名又は記名押印をして相互に交付する必要があります。

「注文者は、自己の取引上の地位を不当に利用して、その注文した建設工事を施
工するために通常必要と認められる原価に満たない金額を請負代金の額とする請
負契約を締結してはならない」と規定し、注文者（施主、元請、上位企業）が請
負人（下請）に対して、不当に低い請負代金を強いることを禁止しています。
※特に元請下請契約における公正取引の根拠になる条文・規定です。
※法定福利費・安全経費等の「必要経費」は、「通常必要と認められる原価」です。

「注文者は、その注文した建設工事を施工するために通常必要と認められる期間
に比して著しく短い期間を工期とする請負契約を締結してはならない」と規定し、
工期についても著しく短い工期での請負契約を禁止し、適正工期の確保を求めて
います。
「著しく短い期間工期の基準」について国交省は、「原則月45時間、年360時間を
上回る違法な時間外労働時間を前提として設定される工期は、例え、元請負人と
下請負人との間で合意している場合であっても、『著しく短い工期』であると判
断される※」としています。
※国交省中央建設業審議会「工期に関する基準」

１ 見積書作成が求められています　建設業法 20条（建設工事の見積り等）

２ 対等な立場での契約はあたりまえ　建設業法 18条（建設工事の請負契約の原則）

３ 工事着工前の書面契約が大前提　建設業法19条（建設工事の請負契約の内容）

４ 原価割れは建設業法違反です　建設業法19条の3（不当に低い請負代金の禁止）

５ 適正な工期確保で余裕ある働き方を　建設業法 19条の 5（著しく短い工期の禁止）

「標準見積書」作成で、法定福利費を明示
適正な請負代金・工期確保を実現しよう 法定福利費の計算は 3つのステップで

　組合員の多くは材・工共で直接工事費だけの見積書を作成しており、現場管理費や一般管理
費に相当する部分を見積書に明記していないのが常態です。
　見積時から適正な法定福利費・労務費と工期を確保するには、自社・下請を含めて労働者の
賃金・社会保険の状況を「賃金台帳」によって把握し、直接工事費、現場管理費や一般管理費
に含まれる賃金から法定福利費を正しく積算し、根拠を発注者に示すことが必要です。
　工事発注者（施主）、元請・上位企業に提出する標準見積書の構成と書式は、様式 1による「見
積書」と様式 2による「見積内訳書」とし、下請企業にも同様の標準見積書の提出を依頼します。

見積書の書式を確認しよう！
「法定福利費」と「工期」を必ず明示
「感覚」ではなく「正確」な見積りを！

見積書（様式 1）例１ 見積書（様式 2）例２

ステップ１ 法定福利費の把握を
　使用する現場労働者・従業員
の法定福利費を個人レベルで把
握することから始めます。賃金
台帳等から、一人ひとりの雇用、
医療、年金の各保険料の本人と
事業所負担額（日額）を表にし
ます。ここから事業所負担額を
集計しますが、雇用保険＋協会
けんぽ＋厚生年金の組み合わせ
なら、賃金（労務費）の約16％
が事業主負担額の目安です。

※健保適用除外承認を受け、厚生年金に加入している事業所で、建設国
保の保険料の一部を事業主が負担している場合も同様に集計します。
ただし、国保料の事業主負担額は税法上、給与賃金として扱われます。

ステップ２ 工数（労務費）を割り出す
　直接工事に携わる現場労働者

の工数に、法定福利費の単価を

掛けます。労務費の合計×法定

福利費率（16％）でも構いま

せん。現場管理者（監督）を置

く場合も同様に計算します。現

場労働者と現場管理者の法定福

利費は現場管理費に計上しま

す。
※全建総連には様々な業種の組合員が加入しているため、工数から法定
福利費を積み上げる方式としています。専門工事業団体のなかには、
標準歩掛を決め、工事の数量あたりの法定福利費を求める方式もあり
ます。

ステップ３ 他の経費も含める
　工事に直接携わらない、社長
（役員）や事務職員の給与や法
定福利費は、その他の会社経費
と同様に一般管理費に計上しま
す。計算手順は同様です。計算
した自社の法定福利費に、下請
の法定福利費を加えて、見積書
に「法定福利費」として明記し
ます。経費の把握は会社の決算

や所得とりまとめ帳等から、家賃、光熱費など年間の経費を集計し、売り上げで案分して一
般管理費を算出します。労災保険料や建退共は現場管理費として計上します。
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作業主任者技能講習のご案内
①　足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　程 会　　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 4 年 9 月17日㈯～18日㈰
午前 9 時00分～午後 5 時00分

（受付開始：午前 8 時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17‒58）

8,000円
（組合員には2,000円の

助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に 3 年以上従事した経験を有する者
　　　　　　足場作業の実務経験の要件は『 3 年以上』となっていますが、今
　　　　　　後は『足場の組立て等特別教育を受講後 3 年以上』になってくる
　　　　　　ことが予想されます。特別教育を受講されていない方は早いうち
　　　　　　に受講いただきますようお願いいたします。
②　木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　程 会　　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 4 年11月12日㈯～13日㈰
午前 9 時00 分～午後 5 時00分

（受付開始：午前 8 時30 分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17‒58）

8,000円
（組合員には2,000円の

助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋
　　　　　　根若しくは外壁下地の取り付け作業に 3 年以上従事した経験を有
　　　　　　する者
【定　　員】36名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
　　　　　　②運転免許証など本人確認ができる証明書の写
　　　　　　③受講料を持参し、各支部事務所に提出。学院発行の作業
　　　　　　主任者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。
　　　　　　※写真は講習会当日に撮影します。
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
　個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明の場合第三
　者の証明が 2 名分必要になります。
☞講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら実施します。今後の
　感染状況を注視しながら、国・自治体の対処方針に従い対応（開催の有無）
　していきます。
【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
　　　　　　　　長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‒861‒9261）
　　　　　　　　登録No.025‒ 1（足場）、No.025‒ 3（木建）－有効2024年12月－

国税局・税務署主催説明会の開催
国税局・税務署主催によるインボイス制度についての説明会を開催して
います。日時等は、インボイス制度特設サイトの「説明会」ページをご
覧ください。

国税庁ホームページインボイス制度特設サイト
インボイス制度のより詳しい情報や、国税庁が行っているオンライン説
明会の模様、申請手続に関することや Q&A などを掲載しています。

軽減・インボイスコールセンター
インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談は、以下で受け付けています。

【専用ダイヤル】0120-205-553 　【受付時間】９：00 ～ 17：00（土日祝除く）

インボイス制度 登録申請のスケジュール

※通常、免税・課税の切替は事業年度単位のため、2023年 1 月 1 日から課税事業者となりますが、経過措置適用期間中に申請を行うと、2023年10月 1 日から課税事業者へ切替が可能。
　なお、経過措置②を受けるには、帳簿に「経過措置の適用を受ける課税仕入れである旨」の記載及び保存が必要となります。

○適格請求書保存方式 (インボイス制度) のポイント
①適格請求書を発行するためには登録を受ける必要があります。
②登録を受けるためには課税事業者になる必要があります。
③適格請求書がなければ、仕入税額控除が受けられません。（経過措置あり）
④適格請求書の要件を満たす必要があります。( 現行の請求書に項目追加 )
⑤適格請求書の発行側は控えを 7 年間保存する義務が生じます。
　(受領側も 7 年間の保存義務が生じます)

適格請求書とは、「売手が、買手に対し正確な適用税率や消費税額等
を伝えるための手段」であり、登録番号のほか、一定の事項が記載
された請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。

○適格請求書のイメージ
（必須）

　
心
配
し
て
い
た
雨
予
報
が

夜
に
ず
れ
込
み
、
な
ん
と
か

釣
り
日
和
に
恵
ま
れ
た
五
月

二
十
九
日
㈰
、両
分
会
合
わ

せ
て
十
一
名
参
加
で
二
年
ぶ

り
の
合
同
釣
り
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
出
港
に
先
立
ち

佐
藤
支
部
長
よ
り
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
様
な
活
動
が
で

き
ず
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
が
、
安
全
第
一
に

沢
山
釣
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、

早
速
、
三
隻
に
分
か
れ
て
朝

七
時
に
三
重
漁
港
を
出
港
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、

皆
さ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

感
染
対
策
に
気
を
使
い
な
が

ら
、
大
漁
を
目
指
し
て
昼
近

く
ま
で
釣
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
釣
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ア
ラ
カ
ブ
や
ベ
ラ
を
中
心
に

皆
さ
ん
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス

一
杯
釣
り
上
げ
ま
し
た
。
帰

港
後
は
、
三
重
漁
協
の
前
に

集
合
し
、
お
互
い
の
釣
果
を

報
告
し
合
っ
た
後
、
釣
っ
た

魚
を
手
土
産
に
笑
顔
で
解
散

し
ま
し
た
。

説明会

特設サイト

浦
上
西
支
部
、
三
重
・
畝
刈
分
会
合
同
釣
り
大
会

二
年
ぶ
り
の
釣
り
大
会
　
釣
果
は
良
好
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所
得
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
厚
生
労
働
省
、
国
保
組
合
の
所
得
調
査
を
実
施

『
組
合
員
二
千
世
帯
』
が
対
象

　
保
険
証
の
有
効
期
限
が
変
わ

り
、
今
年
度
か
ら
保
険
証
の
更

新
時
期
も
七
月
に
な
り
ま
し
た

が
、
保
険
証
の
更
新
時
期
は
毎

年
多
く
の
住
所
、
氏
名
な
ど
の

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
変
更
手
続
き

に
限
ら
ず
、
就
職
等
で
異
動
が

あ
っ
た
ご
家
族
の
手
続
き
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
更
新
時
に
発

覚
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
更
新
時
に
関
わ
ら
ず
、

家
族
の
就
職
や
、
住
所
や
氏
名

が
変
わ
っ
た
な
ど
、
組
合
員
の

世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

十
四
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
資
格
の
取
得
、
喪
失
の
届
け

出
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
と
、

扶
養
家
族
の
保
険
料
を
遡
っ
て

支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
保

険
料
の
返
還
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

各
手
続
を
し
な
い
ま
ま
長
期
間

放
置
し
ま
す
と
、
療
養
費
申
請

（
医
療
費
の
払
い
戻
し
）
が
で

き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
届
け
忘
れ
が
無
い
よ
う

ご
家
族
様
に
お
か
れ
て
は
ご
確

認
い
た
だ
き
、
該
当
さ
れ
る
場

合
は
速
や
か
に
組
合
へ
お
届
け

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
厚
生
労
働
省
に

よ
り
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

全
国
の
国
保
組
合
を
対
象
と
し

た
所
得
調
査
（
市
町
村
民
税
の

課
税
標
準
額
調
査
）
が
実
施
さ

れ
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
保
組
合
に

加
入
す
る
組
合
員
世
帯
の
被
保

険
者
全
員
の
所
得
額
（
市
町
村

民
税
が
課
税
さ
れ
る
基
礎
額
）

を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
平
均
及
び
各
国
保
組
合
の
調

査
結
果
等
を
勘
案
し
、
ど
の
程

度
の
所
得
層
の
被
保
険
者
が
加

入
し
て
い
る
か
で
国
保
組
合
の

財
政
能
力
指
数
を
判
定
し
、
補

助
金
の
補
助
率
を
決
定
（
ラ
ン

ク
付
け
）
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
こ
の
所
得
調

査
の
結
果
次
第
で
は
国
か
ら
の

補
助
金
の
補
助
率
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
行
補
助
率
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
と
、
財
政
運
営

に
も
大
き
く
影
響
す
る
極
め
て

重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、
各
都
道
府
県

が
政
令
で
定
め
た
抽
出
方
法
で

抽
出
し
た
組
合
員
世
帯
『
二
千

世
帯
』
が
対
象
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）を
利
用

し
た
情
報
連
携
（
行
政
機
関
と

医
療
保
険
者
と
の
相
互
利
用
）

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

組
合
員
世
帯
の
皆
様
に
は
こ
の

調
査
に
伴
う
お
手
続
き
は
不
要

と
な
り
ま
す
が
、
情
報
連
携
に

お
い
て
必
要
な
情
報
等
が
取
得

で
き
な
い
場
合
は
、
所
定
の
調

査
票
、
及
び
課
税
所
得
証
明
書
、

又
は
課
税
所
得
証
明
書
交
付
申

請
に
係
る
委
任
状
を
組
合
に
ご

提
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
組

合
員
世
帯
の
皆
様
に
は
、
別
途

調
査
実
施
の
ご
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
ご

周
知
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
長
建
国
保
で
は
、
国
民
健
康

保
険
法
を
は
じ
め
関
係
法
令
等

に
基
づ
き
健
全
運
営
に
努
め
、

保
健
者
機
能
と
責
務
を
果
た
し

て
い
る
国
保
組
合
と
し
て
、
今

回
の
所
得
調
査
に
対
し
て
も
完

全
集
約
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理

解
並
び
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
保
険
者
の
異
動
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

～
ご
家
族
の
就
職
、退
職
、結
婚
、出
産
な
ど
～

こんなときは手続きが必要です！
○家族が市町村国保から長建国保へ加入するとき
○家族が会社（社会保険）を退職し、長建国保へ加入するとき
○出産したとき
○長建国保を脱退するとき
○就職等で健康保険に加入したとき
○市町村国保に加入するとき
○被保険者が死亡したとき
○修学や介護等施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき
○住所、氏名が変わったとき
○被保険者証を紛失、破損したとき
○修学のため自宅を離れる場合
○介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合
○組合員が法人として事業を行うようになったとき
○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○40～65歳未満（介護第２号被保険者）で国が定める介護適用除外施設に入所するとき
※お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点は所属支部、ま
たは長建国保までお問合せ下さい。

●令和４年４月１日より補助金額が最大20,000円になりました。
●１．補助対象者
毎年４月１日現在で40歳以上の方
４月２日～翌年の３月31日までの期間に40歳に達した方につきましては、次年度以降
の対象となります。
●２．対象検査
医療機関において実施するMRI・MRA検査（自費診療）が対象となります。
●３．検査費用
検査費用が15,000円以上である場合に限り、１回につき※15,000円～20,000円（最大）
が補助となります。※自己負担金額によって補助金額が異なります。
また、補助につきましては、２年に１回限りとなります。
（例）令和４年５月受診の場合⇒令和６年４月より再度補助対象となります。
●４．補助対象人員
今年度は補助対象人員を60名とし、人員に到達次第、終了となります。
なお、申請書数によっては、所要の見直し等を行います。
●５．実施期間
令和４年４月１日受診分より
●６．申請方法
各所属事務所の窓口に脳ドック補助金申請書用紙がございますので、
領収書（原本）・印鑑・ご指定の預金通帳をご持参の上、お手続きお願い
いたします。
領収書（原本）は、受診者名、日付、医療機関名、金額、但し書きに明記されて
いるものに限ります。（レシート不可）

●７．支払方法
申請書受付月の翌月15日（土日祝日の場合は次の平日）にご指定の金融機関に送金す
る予定です。尚、支給決定（振込）通知は行いませんので、各自預金通帳にてご確認
下さい。
●８．申請期限
補助申請の期限は、領収書発行日（受診日）より１年とします。

長建国保では脳ドック補助事業を実施しています。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※令和₄年₇月₁日より「ゆりの温泉」の規定料金が改定されておりますのでご注意下さい。

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金 割引料金
メンバーズカード提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
崎
・
西
彼
地
区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 　 　 830円 　▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095 -862 -5555

i ＋ Land nagasaki

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町₁丁目3277 -₇
095 -898 -2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762 -₁
095 -887 -4126

道の尾温泉 大人 　 　 650円 － ▲300円 350円 西彼杵郡長与町高田郷284
095 -856 -2631

ゆりの温泉
※R₄.₇月より料金改正

大人 　 　 800円 ▲100円 ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷2289 -₂
095 -856 -2617

県
央
地
区

天然温泉＆ホットヨガ
諫早もとの湯 令和₄年₂月末をもって閉館いたしました。

サンスパ
おおむら　ゆの華

メンバーズカード提示の有・無に関わ
らず規定料金750円から120円お安く
なって630円になっています。

大人 　 　 750円 　 ▲420円 300円 大村市森園町663 -3
0957 -50 -1126

青雲荘 大人 　 　 700円 － ▲300円 400円
雲仙市小浜町雲仙500 -₁

0957 -73 -3273
小地獄温泉館 大人 　 　 460円 － ▲300円 160円

望洋荘
営業時間帯によって料金が異な

ります。
詳しくは施設までお問い合わせ

下さい。

大人（高校生以上）
［₇：30～16：30］ 　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957 -74 -3141

大人
［16：30～21：30］ 　 　 330円 － ▲300円 　30円
雲仙市にお住いの方のみ

（保険証・運転免許証をご提示ください）
大人（60歳以上）［₇：30~21：30］

209円 差額は返金
されません。 　　0円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957 -28 -4141

県
北
地
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956 -82 -2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956 -82 -6868

ザ・パラダイスガーデンサセボ
（※₁）R₄.₄.₁　料金改正

大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853 -12
0956 -39 -4800

ホテルローレライ　ばってんの湯
（※₁）

大人 　 　 700円 ▲140円 ▲300円 260円 佐世保市南風崎町449
0956 -59 -3939

はさみ温泉
湯治楼

大人 　 平日 700円 － ▲300円 400円
東彼杵郡波佐見町長野郷558 -₃

0956 -76 -9008
大人 　 土・日・祝 750円 － ▲300円 450円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169 -₂
0956 -66 -2617

平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 　 　 900円 －

▲300円
▲300円
施設負担

一律
300円

平戸市田平町野田免210 -₆
0950 -57 -1110

（※₁）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
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